


（I） 絞り開放時の画面位置によるピント画像の状況



（II） 絞り値による周辺光量の変化



（III）ボケ検証



(a) 画面中央部の描写とボケ



(b) 画面左上端のボケ

流れも見られない

右下部分のボケ量が、最周辺よ

りも大きく



(c) 前ボケ



（IV）より近接でのボケ検証



(a) 絞り開放時の輪帯部像面湾曲の影響



(b) 画面中央部の描写とボケの変化



(c) 画面左上端のボケの変化



（V）Elmarit 24mm f2.8 ASPH との比較

レンズ構成

重量



(a) 遠景画像の比較



(a-2) 遠景画像の拡大比較（左下部）



(a-3) 遠景画像の拡大比較（輪帯部）



(b) 近接画像の比較



(b-1) 近接画像の比較（左上部）

Aporia はかなり輪郭がはっきりしたボケになります。Elmarit は ASPH が効いている

のか輪郭は少ないですね。どちらもコマ収差によるボケの変形などは確認できず形

はきれいだと思います。



(b-2) 近接画像の比較（中央部）

これはどちらも申し分ないですね。Aporia も周辺部で見られるようなボケの輪郭はこ

こではほとんど全く見られません。



総論

①驚くべき軽量で f2.0 という明るさを実現しているスーパーレンズである

といってよいでしょう。

②中心部は非常に高性能で、f2開放の時に少しフレアが乗ることを理解し

ていれば、それ以下の絞りでは何の留意点もないといってよいです。

③中心部はぼけも素直です。

④輪帯部は像面湾曲の影響が見られ、設計者曰くの「でっこまひっこま」

になる場合があります。ただ広角レンズで輪帯部のその描写の癖にどれほ

どの注意が向くかはわかりません。

⑤輪帯部でピント合わせをすると、コマ収差の影響か、ピント面にフレア

が乗ることが分かりましたので、留意が必要でしょう。

⑥周辺部は2 線ボケの傾向がみられるので、それを全く好まない人は、多

少重くても ASPH となっているレンズを選択したほうが良いと思います。

ただ、オールドレンズファンにはこういうボケを好む層が多いことも事実

でしょう。

以上
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